
高島市立朽木中学校「スクールマニフェスト（学校教育到達目標）」 （平成２３年度）
＜本年度の指導力点＞ ＜本年度の到達目標：数値目標等＞

＜中期的（３年間）目標＞
□学ぶ心構えの育成
□豊かな人間力・社会力を培う環境づくり
□心を培う朽木フィールドを生かした体験
活動の推進

□自立・自律する生徒の育成
□未来の朽木を担う生徒の育成
□家庭・学校・地域をつなぎ共に創る子育
ての推進

□よき校風の継承
□教育の質の向上

＜生徒の実態＞
○全般に明るく素直な生徒が多い。
○何事にも黙々とまじめに取り組む。
○勤労意欲が高い。
▲固定化された人間関係の中で育ってき

ている。
▲競争心や次への意欲、学習習慣に開き

がある。

＜地域の実態等＞
◇豊かな自然と都市近郊という地の利を生

かし、自然と調和しながら共生し、若者
から高齢者までが定住・定着しやすい魅
力ある地域づくりをめざしている。

◇保護者をはじめとする大人社会の価値観
の多様化が子どもたちにも影響を与えつ
つある。

＜本校の教育課題＞
◇山里・小規模校の本校において、教育目

標をどのようにして具現化していくか。

◇保護者や地域から信頼され、期待される、
地域に根ざした学校づくりをどのように
推進するか。

＜学校教育目標＞

杉の木とともに 大地に根を張り
幹を太らせ たくましく伸びる

＜生徒会スローガン＞

『 革 新 』
～刻もう歴史・築こう未来～

＜めざす子ども像＞
☆郷土の良さと課題に気づき、地域とと

もに心豊かでたくましく生きる生徒

＜めざす学校像＞
☆生徒の思いや夢が叶えられ、豊かな人

間力・社会力が培える学舎（まなびや）

知 基礎基本 課題発見 自学 判断力

解決力 行動力

○「わかる授業」「魅力ある
授業」「高め合う授業」の
創造を目指す。

○「わかり合う授業」「高め
合う仲間」づくりを目指す。

○学びの姿勢を育む。

徳 自律 協調 思いやり 感動

○美しい心・一人ひとりを大
切にする心・公の心を育て
「誰もが居心地がよく、明
るく雰囲気のいい学校」づ
くりを目指す。

○人間力・社会力を育む体
験活動を推進する。

○豊かな人間関係と人権尊重
の実践的態度を育む。

体 健康 体力

○人・自然・文化とのかかわ
り合いの場を通して、心身
ともに健やかな生徒を育成
する。

○望ましい生活習慣を身につ
けた主体的な生徒を育成す
る。

生徒の自主・自治・連帯
教える・学ばせる・育てる

○生徒活動の充実と深化に努
める。

○きめ細かな地域連携を推進
する。

□学期ごとに授業研究会を設定
□ 1.2 学期に各教科評価の実施
□ 90%以上が「授業がわかりやす

く楽しい」と生徒が授業評価
□宿題、自主学習、読書を義務教育

学年× 10 分以上の継続指導
□個々に応じた計画的な補充学習の

推進（テスト前・長期休業中）
□ 1.2 学期ごとの生徒の自己評価
□ 90%が学校が楽しいと生徒が評 生

価 徒
□全校や学級で集団機能が発揮でき の

る仲間づくりの推進 目
□全学年で、ふる里朽木を活かした 標

（自然・社会）体験や宿泊体験を
体系的に年 1 回実施 ・

□道徳、特活、行事、総合学習をリ
ンクさせ心に響く活動を行う 保

□自然や人・歴史・文化との関わり 護
及び人権プログラムの継承と実践 者

□厳しいことに挑戦克服体験の工夫 や
□全校ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの実施（全校７分間走） 地
□対処から予防的な生徒指導 域
□行事・日常活動を大切にした教師 に

との関係づくり 対
□地域と協力し「あいさつ運動や清 し

掃活動、地域ボランティア活動を て
月１回実施を支援 の

□縦割りを生かした（行事・日常・ 約
清掃）活動・班会議を大切にし、 束
具体的な話し合いを進めさせ、活
動の過程を大切にする

□教育相談週間を前後期２回設定
□保小中の連携ときめ細かな子ども

理解を進める。相互授業参観や出
前授業、生徒交流を進める

習慣化した継続活動
■年間を通じ朝読書 10 分を継続
■学校と家庭、地域との連携、学校

理解や啓発のための「学校便り」
「保健便り」を発行「HP」更新（毎月）
■朝ごはん、給食残食ゼロ運動を中

心とした食育の推進
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＜H２２学校評価の概要＞
（評）楽しく学校にきて学べる生徒が９２％いる。自信をもって取り組みを進めてほしい A （評）直接保護者に見える活動は評価が高い。

普段の指導内容等を理解してもらう努力が必要ではないか。Ｂ （Ｐ・教）ふるさと朽木の特徴を生かした活動が行われている A

（評）読書活動はこのまま続けてほしい。Ｂ （Ｐ・評）地域ボランティアや家庭の手伝いをよくしてくれるＢ （教）学年が進につれて

あいさつできる生徒が増えているのは指導を継続している成果 Ａ （評）きめ細かな指導が伺えるが、基礎基本だけでは上位の子が伸びないの

で工夫が必要 Ｂ （生）授業がわかりやすい 77 ％ （評・教）保育園から続けられている縦割り活動や給食指導のよさを生かすために、さら

に地域や保育園・小学校との具体的な交流を工夫することが大切 Ｂ （評･教）自主学習（家庭学習）の取組をしたが、保護者への働きかけが

弱かった。習慣化について意義を伝えていく工夫が大事 Ｂ （生・教）生徒会活動・学級活動を通じ、互いの理解を深めている A

（評）地域の学校をめざし、地域の情報やニーズを積極的に学校教育に取り入れていく。（今後の課題）




